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｜ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学（
N
U
S
）と

F
U
J
I 

O
I
L 

A
S
I
A（
フ
ジ
オ
イ
ル
ア

ジ
ア
）の
共
同
研
究
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

寄
付
講
座
の
一
環
で
2
0
1
5
年
と

2
0
1
6
年
に
N
U
S
学
生
訪
問
を
2
回
受

入
れ
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
N
U
S
と
の
共
同
研

究
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
7
名
の
学
生

に
参
加
頂
き
、大
豆
た
ん
ぱ
く
質
を
用
い
た
ロ
ー

カ
ル
フ
ー
ド
の
新
商
品
開
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
学
生
、教
授
、政
府
関
係
者
な
ど
を

ご
招
待
し
、大
豆
た
ん
ぱ
く
質
を
用
い
た
料
理
を

囲
む
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

｜ 

N
U
S
と
の
共
同
研
究
は
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
予
定
で
す
か
?

　

N
U
S
と
は
こ
れ
か
ら
共
同
研
究
契
約
を

交
わ
し
、正
式
に
共
同
研
究
に
取
り
組
む
意
向
で

す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
糖
尿
病
が
3
割
を
超
え

る
深
刻
な
問
題
な
の
で
、糖
尿
病
患
者
向
け
の
新

商
品
を
開
発
予
定
で
す
。現
在
は
当
社
の
商
材

を
用
い
た
新
食
感
で
高
栄
養
素
の
麺
を
開
発
中

で
す
。商
品
が
完
成
し
た
ら
附
属
病
院
で
、糖
尿

病
患
者
へ
約
3
カ
月
間
・3
食
を
提
供
し
効
果
を

実
証
実
験
し
ま
す
。こ
の
新
た
な
未
来
食
を
、ぜ

ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

N
U
S
で
は
毎
年
単
位
認
定
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
2
0
単
位
中
12
単
位
を
認
定
す
る
非
常
に

重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。年
間
約
30
社
の
受
入

れ
企
業
に
対
し
、学
生
約
40
〜
50
人
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
ま
す
。日
系
企
業
で
は
、高
砂

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
こ
れ
ま
で
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
の
受
入
れ
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。学
生
は
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
で
就
業
経

験
を
積
む
こ
と
で
、終
了
後
は
見
違
え
る
ほ
ど
成

長
し
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
報
告
書
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
大
学
と
企
業
の
双
方
で
実

施
し
ま
す
。
N
U
S
は
常
に
新
た
な
企
業
の
協

力
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
共
同
研
究
は
フ
ジ
オ
イ
ル
ア
ジ
ア
主
導
で

実
施
し
て
お
り
、学
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長
期

休
暇
な
ど
を
活
用
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。同
社
と
は
2
0
1
6
年
1
月
に
基
本
合
意

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
も
、現

地
企
業
と
大
学
の
連
携
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

｜ 

今
回
フ
ジ
オ
イ
ル
ア
ジ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
応
募
し
た
動
機
は
?

　

フ
ジ
オ
イ
ル
ア
ジ
ア
の
業
務
内
容
は
商
品
開
発

が
出
来
る
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い
う
点
と
、お
客
様

に
直
接
ご
提
案
が
出
来
る
と
こ
ろ
が
魅
力
的
だ

と
思
い
ま
し
た
。研
究
開
発
に
お
い
て
、お
客
様
に

お
会
い
す
る
事
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
一
連
の
業
務
を
体
験
で
き
る
点
に
も
惹
か
れ

ま
し
た
。

｜ 

現
在
の
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
の
１
カ
月
は
営
業
を
担
当
し
ま
し
た
。

お
客
様
と
ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
か
、商
品
提
案

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
と

フ
ジ
オ
イ
ル
ア
ジ
ア
の

新
た
な
連
携

｜ 

N
U
S
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
入
れ
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

2
0
1
6
年
か
ら
N
U
S
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
受
入
れ
を
開
始
し
、約
5
カ
月
間
の
受
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
1
人
の
学
生
を
受
入

れ
、今
後
も
継
続
を
予
定
し
て
い
ま
す
。実
際
の

職
場
で
実
践
的
な
経
験
を
積
ん
で
頂
く
事
が
目

的
で
あ
り
、当
社
の
一
連
の
事
業
内
容
を
知
り
体

験
し
て
頂
く
中
で
、当
社
へ
就
職
し
て
頂
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

　

し
か
し
、そ
う
で
な
い
場
合
も
未
来
の
お
客
様

と
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
の
で
、学
生
の
受

入
れ
は
将
来
的
に
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

｜  

皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
N
U
S
を
卒
業
し
当
社
へ
入
社
し
ま
し

た
。入
社
後
は
日
本
の
工
場
で
2
年
間
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
が
、と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。今
は
当
社
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
不
二
製
油
の
更
な

る
事
業
発
展
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。現
在
は
、よ
り
良

い
油
脂
を
開
発
す
る
た
め
に
お
客
様
の
ご
要
望
に

応
じ
て
品
質
管
理
や
研
究
を
日
々
重
ね
て
い
ま

す
。研
究
開
発
は
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
実
践

し
活
か
せ
る
の
で
非
常
に
興
味
深
い
で
す
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
は
シ
ェ
フ
の
方
と
の
新
商
品
開
発

で
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

｜ 

こ
れ
か
ら
の
目
標
や
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
て
、人
々
の

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
食
品
開
発
に
従
事
し
た
い

で
す
。今
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
健
康
志
向
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。卒
業
後
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
美
味
し
く

健
康
的
な
食
を
開
発
し
た
い
で
す
。

Mr. Foo Alan
FUJI OIL ASIA PTE. LTD
Director Asia R & D Center
シンガポール出身

Ms. Sze Hui Yong 
インターンシップ生

シンガポール国立大学
食品化学技術学科・3年

 シンガポール出身

Dr. Zhou Weibiao （写真左）
シンガポール国立大学
食品化学技術学科・学長
シンガポール出身

Dr. Liu Mei Hui  （写真右）
シンガポール国立大学
食品化学技術学科・担当教授
シンガポール出身

FUJI OIL ASIA のインターンシッププログラム
企
業
側
か
ら

学
生
側
か
ら

大
学
側
か
ら

2017.12.11～2018.4.27

期間 部署

2017年12月11日～2017年12月22日 営業（油脂）

2017年12月26日～2018年1月５日 営業（食品サービス）

2018年1月8日～2018年2月16日 製品開発（油脂、チョコレート）

2018年2月19日～2018年3月23日 製品開発（クリーム、マーガリン）

2018年3月26日～2018年４月27日 新商品開発

学生の成長に期待

1
特 集

共
同
研
究
の
現
場

N
U

S
×

F
U

J
I

 
O

I
L

 
A

S
I

A

12

日・ASEAN食産業人材育成
官民共同プロジェクトがきっかけで、
ASEAN現地大学と日系企業の
新たな取り組みが始まった。
シンガポール国立大学と
フジオイルアジアの
新たな連携が作り出す機会が、
学生の成長となり、さらなる
日・ASEANの関係深化に
繋がることへの期待がかかる。
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外国籍社員のコーさんと一緒に仕事をして、気がついたことは?
コーさんは入社して5年が経ち、昨年４月より新部署「チームCEO」に配属され
ました。メンバーは２０～３０代の3人で構成され、トップ外交のサポートと新規事
業の創出をミッションとする部署です。国内だけでなく世界に目を向ける必要
がありますが、日頃から世界のニュースなどに関心を持つコーさんは
とても視野が広く頼もしいです。
また組織内では、コーさんは日頃から丁寧な日本語で周囲としっかり
コミュニケーションをとってくれるので、周囲も士気が高まりとても
良い影響を与えてくれます。

企業理念を理解し他の現地社員へも浸
透できるグローバル人材を育成したい
です。特に企業理念への共感、異文化理
解力、主体性を持ち何事も意欲的に取り
組める人を積極採用したいです。

シンガポール勤務、営業・マーケティン
グ、HR・財務など

今回は日本語ができる方（資格をもって
いる方）を最優先に採用したいと考えて
います。

エンジニアリング関係、経済、サプライ
チェーンなどの学生

今年の採用目標は、未定ですが、今回の
イベントでは現地法人で1～2名の採用
を希望しています。当日は、ブース来場
者：約50～60名、アンケート回答（CV提
出）31名です。

ヤマト運輸

ASEAN各国で将来活躍できるスペ
シャリストの経営人材を採用したいで
す。日本の 野家で多様性組織へ向け、
活躍してほしいです。

日本語検定３級以上で、サービスマイン
ドが高いと感じられる学生がいました。
ぜひ採用に繋げたいです。

日本・東京勤務、店長業務

生物学、食品化学、ビジネス学科などの
3年生や卒業生

今年の採用目標は20人。イベント当日
は、1日約30人のエントリーがありまし
た。

野家

阪本　順子 さん不二製油グループ本社株式会社　
チームCEO シニアマネージャー　

外国籍社員の担当上司に聞く!

｜  

現
在
の
配
属
・
業
務
内
容
は
？

　

入
社
し
て
5
年
間
は
希
望
通
り
の
油
脂
開
発

の
配
属
で
し
た
。油
脂
は
不
二
製
油
の
根
幹
を
担

う
部
署
で
、お
客
様
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
や
特

許
申
請
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
分
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
し
た
が
先
輩
に
色
々
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
4
月
に「
チ
ー
ム
Ｃ
Ｅ
Ｏ
」へ
異
動
と

な
り
、新
規
事
業
と
社
長
の
ト
ッ
プ
外
交
サ
ポ
ー

ト
に
従
事
し
て
い
ま
す
。私
の
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

新
規
事
業
創
出
な
の
で
、次
の
一
手
を
ど
の
よ
う
に

し
て
新
規
事
業
を
生
み
出
す
か
、企
業
家
精
神
が

問
わ
れ
ま
す
。新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
社
内
に

起
こ
す
た
め
に
日
々
模
索
し
、個
人
的
に
セ
ミ
ナ
ー

や
起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
を
し
た
り
、本
を
読

ん
だ
り
し
て
、白
紙
の
状
態
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
み
出
す
こ
と
が
今
の
楽
し
み
で
す
。と
て

も
感
銘
を
受
け
た
本
は
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ク
リ
ス

テ
ン
セ
ン
教
授
の
著
書
で
す
。

｜  

こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
の
目
標
や
夢
は
？

　

大
き
な
組
織
で
新
規
事
業
を
創
出
す
る
こ
と

は
と
て
も
難
し
い
で
す
が
、社
内
に
仲
間
を
集
い
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ロ
マ
ン
を
持
ち
、一
貫
性
で
は
な
く

継
続
性
の
あ
る
新
規
事
業
や
新
会
社
を
創
り
た

い
で
す
。

　

今
は
新
規
事
業
を
創
り
た
い
で
す
。夢
は
企
業

価
値
が
1
0
0
0
億
円
あ
る
会
社
を
創
る
こ

と
で
す
。自
分
が
達
成
で
き
な
く
て
も
、志
あ
る

人
が
想
い
を
繋
ぎ
、目
標
を
達
成
で
き
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

｜  

皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
系
企
業
に
と
っ
て
日
本
語
が
話
せ
る
人
は

扱
い
易
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
同
時
に
日

本
文
化
に
馴
染
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。今
日
本

語
が
話
せ
な
い
人
は
長
期
的
な
視
点
で
み
る
と
、

海
外
進
出
に
お
い
て
現
地
の
新
鮮
な
視
点
を
持
っ

て
お
り
、将
来
的
に
重
要
な
役
割
を
担
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
企
業
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
促
進
し
て
い
る

の
で
、各
国
の
価
値
観
を
大
切
に
し
、日
本
企
業
の

常
識
を
疑
っ
て
み
る
事
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

異
な
る
事
は
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、プ
ラ
ス
に
変
え

て
ゆ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
5
0
年
の
日
本
の
少
子
高
齢
化
問
題
や

変
わ
り
ゆ
く
社
会
に
対
し
、本
当
に
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
と
問
題
提
起
を
す
る
日
本
人
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。海
外
の
異
な
る
視
点
を
活
か
す
こ
と

は
、摩
擦
も
生
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、周
囲
へ

良
い
影
響
力
を
与
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。今
ど

ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

T H E  S U C C E S S F U L  F R O N T  R U N N E R S 

日 本 で 活 躍 す る

フロントランナー

 日本で働く 外国籍人財インタビュー2
特 集

ヤマト運輸と 野家が、1月30日と2月2
日にシンガポール国立大学主催で開催
された「NUS Career Fest 2018」に出
展しました。シンガポール国立大学はアジ
ア大学ランキングで第1位のトップ大学で
す。
（afhは協賛企業のASEAN現地の優秀
な人財採用活動を支援するために大学
主催のジョブフェア出展や個別企業説
明会の開催をサポートしています。）

NUS Career Fest 2018出展レポート

ヤマト運輸・  野家の
シンガポール採用活動を

インタビュー！

Q2どのような学生が来場されましたか？

Q1今年の外国籍社員の採用目標人数と、
イベント当日のエントリー数を

教えてください。

Q3貴社が採用したいと思う人材は
いらっしゃいましたか？

それはどのような方ですか？

Q4今回の採用場所、
募集ポジションを教えてください。

Q5貴社のグローバル人材採用で
今後の目標を教えてください。

母国で日本語を学び来日
不二製油グループ
本社株式会社で
新規事業創出を目指す

コー・フックヒーさん　マレーシア出身

不二製油グループ本社株式会社　

チームCEO アシスタントマネージャー

NO.3
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afh（アフ・ASEAN食産業人材育成協会）とは、
ASEAN諸国の大学と連携し、食糧分野の人財育成に取り組む協会です。

協賛企業募集

「日・ASEAN食産業人材育成官民共同プロジェクト」に協賛いただける日本企業を募集しています。
本プロジェクトを通じて、ASEAN 諸国に進出している、もしくは進出を希望する

日本企業の人財に関する課題解決につながる様々なサービスを提供してまいります。
この機会にぜひご検討ください。
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ASEAN10ヵ国の一流の農業関連提携大学にて、
フードバリューチェーンの寄付講座を全21講座 
開設しました。合計で50企業・団体が協力。260名
の講師を派遣し、約2,160名の学生が講義を受講
しました。

afhではJAIF2.0（日・A SEAN統合基金）の支援に
より、2016～2017年にA SEAN10ヵ国からタイと日
本へ学生、教授、政府関係者を招聘し、計6回の短
期留学プログラムを開催し、合計158名が日本の食
産業について体験学習をする機会を得られました。

これまでにASEAN10ヵ国（タイ、ベトナム、インドネシ
ア、マレーシア、ラオス、カンボジア、ミャンマー、シンガ
ポール、ブルネイ、フィリピン）と日本で採用説明会を
計25回開催し、合計約7,500名が来場、約700人
が協賛企業へエントリーしました。

第1期事業（2014年10月～2017年12月）

「日・ASEAN食産業人材育成官民共同プロジェクト」の第1期事業では、
多くの日系食品関連企業の皆様に支援と協力をいただき、沢山の笑顔と成果が生まれました!
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第2期よりASEAN提携大学と協賛企業
の共同研究に対して、サポートが強化さ
れました。共同研究に必要な新たな設備
投資、インターンシップ生の受入れ、学会
発表の渡航費なども本事業より支援され
ます。

A SE AN現地の優秀な人財を採用する
ために、当協会の運営するA SE A N人
財採用WEBサイト「WA- SHOKU」を
はじめ、個別企業説明会やJOB FAIR
の出展サポートなどを強化してゆきます。

A SE A N 1 0ヵ国で開催する寄付講座
は、各国のニーズに合わせてより専門性
を深めて実施されます。ラオス、カンボジ
ア、フィリピン、ブルネイなど、まだ日系食
品関連企業の進出が少ない地域にも
力を入れて取り組んでゆきます。
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寄付講座

第２期事業がスタート！ （2018年1月～2020年12月） TOPICS

マレーシア

ASEAN FOOD industries HUMAN    afh-jp.com

Shwe Si Taw

ASEANグルメレポ　ミャンマー編

Uppatasanti Pagoda ［ミャンマー］

「Shwe Si Taw」ではミャンマーの郷土料理が楽しめます。地元の肉、魚、野菜料理の小皿がずらりと
並び、スープやデザートも付いて4,400チャット（約330円）です!魚醤や塩辛などで味付けされた料理
は、主食のお米に良く合います。ネピドーを訪れた際はぜひお試しください。

ネピドーを訪れたら是非一
度訪れて欲しいレストランを
ご紹介します!

afh事務局 内田美帆

ウッパタサンティ・パゴダはネピドーのランドマークとなる寺院です。ヤンゴ
ンのシュエダゴン・パゴダの実物大レプリカで2009年に建てられました。
ミャンマーの人々にとってパゴダは「釈迦の住む家」で、パゴダを建てること
は「人生最大の功徳」で幸福な輪廻転生が得られると言われています。
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